
アジェンダ 2　死の恐怖を先制する MEMO

【メモ欄】

　『死』とは必ずやってくるものであるがゆえに、『死の恐怖』を先制する方法とは、疾病のそれとは根本的に異なるアプロー
チになると考えるべきであろう。なぜならば、がんの初発・再発・進行を先制するモチベーションはそもそも『死の恐怖』によっ
て活性化されるからである。また、医療が進歩し選択肢が多様化されてきたのも『死の恐怖』のおかげである。しかしながら、
皮肉にも医療の進歩と選択肢の多様化によって自らの最期を諦め難くなってきているという現実も見過ごしてはならない。選
択肢が多様化することによって、「もっとこうしていれば違った『今』があったのでは」と、患者の終末期の心情のみならず
遺族のグリーフケアにまで影を落としている。

　『死』を前にして『死の恐怖』を先制することは、私たちが人生をかけて行動の根拠にしてきたものを最終的に否定し受容
しなければならないという、いわば自らの人生の自己否定でもある。この大きな矛盾を如何に解消していくべきか。
その矛盾の所在地は、言葉にヒントがある。「『死の恐怖』を先制する」という言葉からわかることは、『死の恐怖』が客体となっ
ているということである。客体の方を解消することに固執する限り、恐怖は増長される。そうではなく、それを感じている主体、
つまり『自分』の方を薄めていく、解消していくことが仏教のアプローチである。つまり、本会の言葉を借りれば「『死の恐怖』
を先制しようとしている『自分』を先制する」ことである。

　今回の講演では、この点について自らの来し方と修行経験を紹介しながら考察を深めていきたい。
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